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大量のデータの非線形な関係をコンピュータに学習させる、人工知
能（artificial intelligence: AI）や機械学習と呼ばれる分野の発展は
目覚ましい。放射線治療分野においても日々の診療において膨大な
データが蓄積されており、これらのデータを機械学習技術に基づき
解析することで、有効に活用できる可能性がある。放射線治療後の
治療結果は、臨床情報、生物学的情報、線量情報などの多くの因子
間の複雑な相互作用によって決定される。腫瘍制御確率や正常組織
障害発生確率などの治療結果予測には、線量情報のみを用いる場合
が多いが、様々な種類の因子を考慮し、機械学習技術を用いること
で、治療結果を高精度に予測できる可能性がある。本セミナーでは、
機械学習技術を用いて医療データベースを分析するいくつかの研究
を紹介し、放射線治療後の予後予測の可能性について論じる。また、
放射線治療分野における大規模なデータベースの必要性と、膨大な
データを分析するための戦略について議論する。 


